
 

平成 17 年４月 18 日 

各 位 

会 社 名    マルカキカイ株式会社 

代表取締役社長      釜江  信次 

（コード 7594 大証第２部） 

問合せ先    常務取締役管理本部長 

森   康明 

（TEL 072－625－6551） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  最近の業績の動向等を踏まえ，平成 17 年１月 14 日の決算発表時に公表した業績予想を下記のと

おり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１ 平成 17 年 11 月期連結中間業績予想数値の修正（平成 16年 12 月１日～平成 17 年５月 31 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 16,199 593 305

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) 19,000 680 350

増   減   額 (Ｂ－Ａ) 2,801 87 45

増    減    率（％） 17.3 14.7 14.8

前期（平成 16 年 11 月中間期）実績 14,391 471 278

 

２ 平成 17 年 11 月期個別中間業績予想数値の修正（平成 16年 12 月１日～平成 17 年５月 31 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 13,230 488 276

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) 15,700 510 295

増   減   額 (Ｂ－Ａ) 2,470 22 19

増    減    率（％） 18.7 4.5 6.9

前期（平成 16 年 11 月中間期）実績 11,275 407 228

 



 

３ 平成 17 年 11 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 16年 12 月１日～平成 17 年 11 月 30 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 33,500 1,300 700

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) 38,000 1,550 850

増   減   額 (Ｂ－Ａ) 4,500 250 150

増    減    率（％） 13.4 19.2 21.4

前期（平成 16 年 11 月期）実績 31,764 1,100 568

 

４ 平成 17 年 11 月期個別通期業績予想数値の修正（平成 16年 12 月１日～平成 17 年 11 月 30 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 27,000 1,030 580

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) 30,000 1,035 600

増   減   額 (Ｂ－Ａ) 3,000 5 20

増    減    率（％） 11.1 0.5 3.4

前期（平成 1６年 11 月期）実績 25,649 1,000 548

 

５ 修正の理由 

   業績に占めるウエイトが高い単独の上期の売上高は、産業機械部門において当初下期に計上を予

定していた売上が上期に前倒しになるものがあったこと等から、当初売上高予想を約 18％上回る見

込みであり、下期の売上高も当初予想を上回ることが想定されるため、通期売上高も約 11％上方修

正いたしました。売上高が当初予想を上回る理由は、産業機械部門の売上高が国内販売、輸出とも

に好調に推移していることであります。利益については、特殊な大口の売上の中に利益率の低いも

のが上期に集中する為、売上高の伸びに比べて低い伸びに止まる見込みであります。 

  また、連結は、海外子会社では、マルカアメリカの業績が上期半ばから予想を上回って好調であ

り、マルカタイの業績も自動車関連ユーザー向けの売上が引続き好調であり当初予想を上回る見込

みであります。国内子会社では、ジャパンレンタルの業績が看板の付け替え需要等が好調に推移し

ており、当初予想を上回る見込みであります。この結果、連結の中間、通期業績は売上高、経常利

益、当期純利益ともに当初予想比 10％以上の増加率となる見込みであります。 

  尚、中期経営計画（平成 17 年１月 14 日付け）において発表している 2006 年 11 月期の数値目標

は再検討する予定です。 

（注）上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 以上  


